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安全にお使いいただくために 
 この取扱説明書で使用している危険防止のマークあ 

   このマークは、操作とメンテナンスにおける重要な指示があることを示しています。 

   このマークは、適切な電圧で機器をしようしないと、感電の恐れがあるという警告です。 

       このマークは、ご利用出力コネクターが感電を起こす恐れのある電圧を含んでいるという警告です。 

 製品をご使用の際は、以下の使用上の注意に従ってください。あ 

1.   注意事項を必ずお読みください。  
2.   注意事項を必ずお守りください。 
3.   すべての警告に従ってください。 
4.   すべての注意事項に従ってください。 
5.   水の近くで使用しなしでください。 
6.   お手入れの際は、乾いた布を使用してださい。液体洗剤は、フロントバネルのコントロール装置を損なった

り、危険な状態を招いたりする恐れがあるので、使用しなしでください。 
7.   取扱説明書に従って設置してください。 
8.   暖房器具や調理器具、アンプを含むその他の音楽機器など、熱を生じる機器の近くには置かないで下さい。 
9.   電源プラクは、危険防止のために、正しく使用してください。アース端子付の電源プラグは、2つのブレード

のほかに棒状のアース端子が付いています。これは、安全のためのものです。ご利用のコンセント差込口の形
状に合わないときは、専門の業者にコンセントの取り替えを依頼してください。 

10.   電源コードを誤って踏んだり、挟んだりしないように注意してください。特にプラグ部、コンセント差込口、
本装置の出力部分に注意してください。 

11.   付属品は、メー力ーが指定しているものを使用してください。 
12.   音響機器専用の台車、スタンド、ブラケット、テーブルに乗せて使用してください。設置の際、ケーブルの接

続や装置の設置方法が、損傷や故障の原因にならないよう注意してください。  
13.   雷が鳴っているときや、長時間使用しないときは、プラグを抜いてください。 
14.   修理やアフターサービスについては、専用窓口にお問い合わせください。電源コードやプラグが損傷したと

き、装置の上に液体をこぼしたり、物を落としたりしたとき、装置が雨や湿気にさらされたとき、正常に動作
しないとき等、故障の際は、修理が必要となります。 

15.   本装置は、正常に動作していても熱を発生しますので、周辺楓器とは最低 15センチ離し、風通しの艮い場所で
こ利用ください。 

16.   本装置をアンプに接続して、ヘッドフォンやスピー力̶で長時間、大音量で使用すると、難聴になる恐れがあ
ります。(聴力低下や、耳鳴りを感じたら、専門の医師にこ相談ください)。 

17.   水がかかるような場所に置かないでください。花瓶、缶飲料、コーヒーカップなど、液体が入ったものを本装
置の上に置かないでください。 

18.   警告：火災や感電防止のため、雨や温気にさらさないでください。 
 

このマークのついた製品は、必ず電源プラグをコンセントに差し込む前に、アダプタのアース線を接地し
てご使用ください。 
 

 
inMusic Japan 株式会社 カスタマーサポート部 
東京都港区南麻布 3-19-23 オーク南麻布ビルディング 6階 
[ サポート ]  rane-dj.jp/support 
[ Web ]  rane-dj.jp/ 

 
 
 
  



 

 
3 

 
ユーザーガイド  
 
はじめに 
 
Seventy-Twoをご購入いただきありがとうございます。Rane DJは、あなたにとって音楽がどれだ
け大切なものであるかを知っています。私たちは、あなたのパフォーマンスを最高にすることを、唯
一念頭に置いて本製品を設計しました。 
 
同梱物 
 
Seventy-Two本体 
電力ケーブル 
Serato NoiseMap™コントロール・バイナルレコード×2 
Serato NoiseMap™コントロール CD×2 
Serato Pitch 'n Timeダウンロード・カード（シリアル番号付き） 
USBケーブル×2 
Raneステッカー 
ユーザーガイド / 保証書 
 
サポート 
 
この製品に関する最新情報（ドキュメンテーション、技術仕様、システム要件、互換性情報など）お
よび製品登録については、rane-dj.jp/seventytwo/をご覧ください。 
その他の製品サポートについては、rane-dj.jp/support/をご覧ください。 
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セットアップ 
 
イントロダクション＞同梱物に掲載されていない項目は別売となります。 
1.   dj.rane.com にアクセスし、アカウントにログインします。（初めての Rane製品の場合は、

アカウントを作成します。）アカウントで、Seventy-Twoを登録し、Rane Control Panelをダ
ウンロードします。 
Windows ユーザーのみ：Raneコントロールパネルには、Windowsに必要なドライバが含ま
れています。 

2.   重要：パフォーマンス向上のため Seventy-Twoのファームウェアがアップデートされることが
あります。特に、ソフトウェアを更新した後（ファームウェアの更新では新しいソフトウェア
の機能に対応することができます）は、dj.rane.com にアクセスして、使用可能なファームウ
ェアの更新を確認してください。 

3.   serato.com から Serato DJ Proの最新バージョンをダウンロードしてインストールします。 
4.   USBケーブルを使用して、Rane Twelve（使用している場合）または他の USB MIDIコントロ

ーラーの USBポートを Seventy-Twoの Twelve / Controller USB ポートに接続します。 
5.   オーディオ入力ソース（マイク、ターンテーブルなど）を Seventy-Twoに接続します。 
6.   オーディオ出力デバイス（ヘッドフォン、パワーアンプ、スピーカーなど）を Seventy-Twoに

接続します。 
7.   すべてのデバイスを電源コンセントに接続し、適切な順序でデバイスの電源をオンにします。 

•   セッションを開始するときは、（1）入力ソース、（2）Seventy-Two、（3）出力デ
バイスをオンにします。 

•   セッションを終了するときは、（1）出力デバイス、（2）Seventy-Two、（3）入力
ソースをオフにします。 

8.   USBケーブルを使用して、Seventy-Twoの USBポートをコンピュータに接続します。 Serato 
DJ Proを開いて開始してください。 Serato DJ Proを Seventy-Twoで使用する詳細な方法につい
ては、support.serato.com にアクセスし、Rane Seventy-Twoを選択してください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

コンピュータ マイク 

パワードスピーカー ブースモニター ターンテーブル CD プレイヤー 

Rane Twelve 
(もしくはその他の USB MIDI 

コントローラ) 

Rane Twelve 
(もしくはその他の USB MIDI 
コントローラ) 
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特徴 
 
トップパネル 
 

 

 



 

 
6 

1.   タッチスクリーン：このフルカラーのマルチタッチ・ディスプレイは、Seventy-Twoの現在の
操作に関連する情報を表示します。ディスプレイをタッチし、ハードウェア・コントロールを
使用してインターフェイスを制御します。詳細については、オペレーション>タッチスクリーン
を参照してください。 

2.   Shift：このボタンを押し続けると、Seventy-Twoの他の 2次機能にアクセスできます。 

3.   View/Menu� : タッチスクリーンの表示をライブラリビューと波形ビュー間で切り替えることがで
きます。詳細については、オペレーション>タッチスクリーンを参照してください。Shift�を押し
ながらこのボタンを押すか、またはこのボタンを 4秒間押し続けると、Seventy-Twoのメイン
メニューが表示されます。 

4.   Effects/Tap� : すぐにエフェクトビューが表示されます。 
Shift�を押しながら希望のテンポでこのボタンを何回か押すと、チャンネルごとのビート・テン
ポ・エフェクトの BPMレートが手動で設定されます。 

5.   Back:前の画面が表示されます。ライブラリビューで、このボタンを押すと、ライブラリの最上
位の階層に戻ることができます。 
 

6.   Load/Scroll: このノブを回してリストをブラウズし、ノブを押すと選択中のトラックがデッキにロ
ードされます。波形ビューでこのノブをタッチすると、タッチスクリーンの表示がライブラリビ
ューに切り替わります。 
ヒント：このノブをすばやく 2回押すと、もう一方のデッキに同じトラックがロードされます
（ "インスタント・ダブルス"）。 

7.   Deck Source: このノブで、各チャンネルのオーディオソースを設定します：USB A または B
（ソフトウェアのレイヤーで再生されるトラック）、PH / CD（リアパネルのデッキ PH / CD In
に接続されたデバイス）、または Aux（リアパネルのデッキ Aux In に接続されたデバイス）に
設定します。 
注：PH / CD を選択した場合は、リアパネルの PH / CD セレクタースイッチを正しく設定して
ください。 
注：デッキのコントロールは、デッキソースセレクターが USB A または B に設定されている
場合にのみ、MIDI情報を送信します。 

8.   Deck Level: 対応するチャンネルのプリフェーダー、プリ EQオーディオレベルを設定します。
このノブの横にあるメーターは、信号の音量レベルを示します（メーターが赤い部分に到達し
「クリッピング」したら音量を下げてください）。 

9.   Deck EQ High: 高域の周波数を調整します。 
10.   Deck EQ Mid: 中域の周波数を調整します。 

11.   Deck EQ Low:低域の周波数を調整します。 
12.   Deck LP/HP:デッキに適用されているフィルターを調整します。ノブを反時計回りに回すとロ

ーパスフィルターの効果が得られます。ノブを時計回りに回すとハイパスフィルターの効果が
得られます。フィルターを無効にするには、フィルターを 12時（中央）の位置に設定します。 

13.   Pad Mode Buttons: これらのボタンの 1つを押すと、対応するパッド・モードにアクセスしま
す。1回押すと 1次（ボタン上部にプリントされた機能名称）機能にアクセスし、もう一度押
すと 2次（ボタン下部にプリントされた機能名称）機能にアクセスします。Shift�とこれらの
ボタンの 1つを押して、カスタム・パッドモードにアクセスします。各モードでパッドを使用
する方法については、オペレーション>パッドモードを参照してください。 

14.   Performance Pads: これらのパッドは、選択されているパッドモードに応じて各デッキで異な
る機能を持ちます。パッドモード・ボタンを使ってパッドモードを選択します。これらのパッ
ドは、ベロシティ・センシティブで（特定のモードでのみ）、耐久性があり、簡単に演奏でき
ます。各モードでパッドを使用する方法については、オペレーション>パッドモードを参照して
ください。 

15.   Parameter t/u: 各パッドモードでさまざまな機能に使用します。Shift�を長押しながらこれら
のボタンを使用して、セカンダリ・パラメータにアクセスします。 

16.   Touch FX:  タッチスクリーン上の X-Yタッチパッド機能を有効または無効にします。この機能
を使用して、さまざまなエフェクト・パラメーターをコントロールできます。詳細について
は、オペレーション > エフェクトを参照してください。 

注：すべての EQ とフィルタ
ーコントロールは完全にカッ
トされます。 
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17.   エフェクト・トグル：このトグル・スイッチを奥に倒すと、ソフトウェア・エフェクトと
Seventy-Twoのフレックス・エフェクトが有効になります。トグルはその位置に固定されま
す。エフェクトを無効にするには、トグルを中央の位置に戻します。 
トグルを手前に引くとソフトウェア・エフェクトと Seventy-Twoのエフェクトが一時的に有効
になり、トグルを放して中央の位置に戻すとエフェクトは無効になります。 
注：エフェクト・トグル・スイッチは、取り外し可能です。好みに応じて 180 度回転させた状
態で、設置することができます。 

18.   Parameter Knob: さまざまなエフェクト・パラメーターを調整します。 選択中のパラメーター
は、タッチスクリーン上に白枠で表示されます。 

19.   FX 1–3: 3つのエフェクト・バンクにアサインされたソフトウェア・エフェクトを有効または無
効にします。 

20.   Flex FX: Seventy-Twoの内蔵エフェクトを有効または無効にします。 
21.   Depth: 適応するデッキの Flex FXの "ウェット/ドライ"の割合を調整します。 
22.   Sampler Level: ソフトウェア・サンプラーの音量を調整します。 
23.   Sampler LP/HP:ソフトウェア・サンプラーに適用されているフィルターを調整します。ノブを

反時計回りに回すとローパスフィルターの効果が得られます。ノブを時計回りに回すとハイパ
スフィルターの効果が得られます。フィルターを無効にするには、フィルターを 12時（中央）
の位置に設定します。 

24.   Sampler Effects: ソフトウェア・サンプラーのエフェクトを有効または無効にします。 
注：サンプラーは、エフェクト・ルーティングメニューで選択する必要があります。詳細は、
エフェクトを参照してください。 

25.   Cue Level: キューチャンネルの音量を調節します。 
26.   Cue Mix: キューチャンネルとプログラム・ミックスをヘッドフォン出力にミックスします。左

に回すとキューチャンネルだけが聞こえ、右に回すとプログラム・ミックスだけが聞こえま
す。 

27.   Split Cue: このボタンがオンの場合（点灯中）、キューチャンネルがモノラルに変換され、ヘ
ッドフォンの左チャンネルに送られます。同様にプログラム・ミックスもモノラルに変換され
てヘッドフォンの右チャンネルに送られ、ヘッドフォンの出力がスプリットされます。オフの
場合は、キューチャンネルとプログラム・ミックスがブレンドされた状態で、左右のヘッドフ
ォンから出力されます。どちらの場合も、Cue Mixノブを使って 2つの信号の割合を調整しま
す。 

28.   Deck Cue: 各デッキをモニタリングするため、プリフェーダー信号をキューチャンネルに送り
ます。Deck Cueがオンの状態で、ボタンが点灯します。 ふたつのチャンネルを同時にキュー
イングする場合は、両方のデッキのキューボタンを押します。 

29.   Channel Fader: 対応するデッキの音量を調節します。 
30.   Crossfader: このフェーダーを動かしてデッキ間の音量レベルを調整します。 
31.   Main: メインアウトの音量を調節します。このノブの隣にあるメーターは、信号の音量レベルを

示します（メーターが赤い部分に達し「クリップ」したら音量を下げてください）。 
32.   Booth: ブースアウトの音量を調整します。 
33.   Session Out: セッションアウトの音量を調節します。 
34.   Session In: セッションインの入力レベルを調整します。 
35.   Session In Cue: モニタリングのためにセッションインからキューチャネルに信号が送信されま

す。Session In Cueがオンの状態で、ボタンが点灯します。 

36.   Mic 1 Level: マイク 1 入力のゲインを調整します。このノブの横にあるメーターは、信号の音
量レベルを示します（メーターが赤い部分に達し「クリップ」したら音量を下げてくださ
い）。 

37.   Mic 1 Tone: マイク 1 入力からのオーディオ信号の低音（低域）と高音（高域）のバランスを
調整します。 

38.   Mic 1 On/Duck: リアパネルのマイク 1入力を有効または無効にするには、このボタンを押しま
す。このボタンを 2秒間押し続けると、他のすべての入力レベルが 10 dB低下します。この機
能が有効な場合にボタンが点滅します。このボタンをもう一度押すと、この機能と Mic 1 入力
が無効になります。 

39.   Mic 1 Echo: このボタンを押して、マイク 1 入力信号に対するエコーエフェクトの有効または無
効を設定します。フロントパネルの Mic 1 Echo ノブを回して、エフェクトの量を調整します。 
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リアパネル 
 

 
 
1.   電源入力：電源が切られている状態で、付属の電源ケーブルをこの入力に接続し、次に電源コ

ンセントに接続します。 
2.   電源スイッチ： Seventy-Twoの電源をオンまたはオフにします。すべての入力デバイスを接続

した後、アンプとスピーカーの電源を入れる前に、Seventy-Twoの電源を入れてください。 
Seventy-Twoの電源を切る前に、アンプとスピーカーの電源を切ってください。 

3.   Main Out（XLR）：ラウドスピーカーまたはアンプ・システムに接続します。トップパネルの
Master ノブで音量を調節します。 

4.   Booth Out（1/4インチ TRS）：ブースモニターまたはブースのアンプ・システムに接続しま
す。トップパネルの Booth ノブで音量を調節します。 

5.   Session In （RCA）：別のミキサー、CDプレーヤー、ドラムマシンなどのラインレベルのデ
バイスからの出力を接続します。信号は直接プログラム・ミックスに送られます。トップパネ
ルの Session In ノブで入力レベルを調節します。 

6.   Session Out （RCA）：別のミキサー、レコーディング・デバイスなどに接続します。プログ
ラム・ミックスはこの出力に送られます。トップパネルの Session Out ノブで音量を調節しま
す。 

7.   Deck PH / CD In（RCA）：ターンテーブル、CDプレーヤー、その他のラインレベルのデバイ
スに接続します。対応する PH / CD セレクターを適切な位置に設定し、そのデッキの deck 
source ノブを PH / CD に設定してから、オーディオ信号を再生してください。 

8.   PH / CD セレクター：対応するデッキの PH / CD に接続されているデバイスに応じて、このス
イッチを適切な位置に設定します。フォノレベルのターンテーブルを使用している場合は、フ
ォノレベル信号に必要なアンプの増幅を行う必要があるため、このスイッチを PH に設定して
ください。ラインレベルのターンテーブル、CDプレーヤー、サンプラーなどのラインレベル
のデバイスを使用している場合は、このスイッチを CD に設定します。 

9.   Phono Grounds：アース線付きのフォノレベルのターンテーブルを使用している場合は、アー
ス線をこの端子に接続します。「ハム」や「バズ」が発生する場合は、アースが接地されてい
ない可能性があります。 
注：一部のターンテーブルでは RCA 接続にアース線が組み込まれているため、グランド端子
への接続が必要ない場合もあります。 

10.   Deck Aux In（RCA）：外部のラインレベルのオーディオソースを接続します。使用するデッ
キの Deck Source ノブを Aux に設定すると、Deck Aux Inに入力されたオーディオ信号を再
生できます。 

11.   マイク入力 1-2（XLR / 1/4インチ TS）：マイクまたはラインレベルのデバイスをこのモノラ
ル入力に接続します。モノラル・オーディオ信号は分割され、ステレオ・プログラム・ミック
スとキューチャンネルに直接ルーティングされます。ステレオ・ライン入力を行いたい場合
は、Session In を使用してください。 

12.   ライン/マイクセレクター：マイク入力 1-2 に接続されているデバイスに応じて、このスイッ
チを適切な位置に設定します。マイクを使用している場合は、このスイッチを Mic に設定しま
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す。キーボードやサンプラーなどのラインレベルのデバイスを使用している場合は、このスイ
ッチを Line に設定します。 

13.   Twelve / Controller USB ポート（USB Type-A）：USBケーブルを使用して、Twelveや一般
的な USB MIDIコントローラーなどに接続します。 
重要：USBドライブをこれらのポートに接続しないでください。デッキソースノブを切り替え
ると、接続されたコンピュータからドライブが強制的に取り外されます。これにより USB ド
ライブ上の内容が損傷する可能性がありますので、おやめください。 

14.   USB ポート（USB Type-B）：USBケーブルを使用して、コンピュータの使用可能な USBポ
ートに接続します。これらの接続は、コンピュータとの間でオーディオおよび MIDI制御情報
を送受信します。 
注：Rane Control Panelを dj.rane.com からダウンロードして、インストールしたことを確認
してください。 

 
フロントパネル 
 

 
 
1.   ヘッドフォン出力（1/4 インチ、1/8インチ / 6.35 mm、3.5 mm、TRS）：キューイングおよ

びミックス・モニタリングのために、ヘッドフォンを接続してください 。 
2.   Mic 2 On：オンに設定すると、リアパネルのマイク 2 入力が有効になり、マイク 2に入力さ

れたオーディオ信号がプログラム・ミックスとキューミックスに直接ルーティングされます。
オフに設定すると、マイク 2 入力は無効になります。 

3.   Mic 2 Level：マイク 2 入力のゲインを調整します。 
4.   Mic 2 Tone：マイク 2 に入力されたオーディオ信号の低音（低域）と高音（高域）のバラン

スを調整します。 
5.   Mic 1 Echo： Mic 1 に入力された信号に対するエコーエフェクトの量を調整します。トップ

パネルの Mic 1 エコーボタンを押して、このエフェクトを有効または無効にします 
6.   Contour Controls：クロスフェーダーカーブのスロープを調整します。ノブを左に回すと滑ら

かなフェード（ミキシング向け）、右に回すと鋭くカット（スクラッチ向け）されます。セン
ターの位置が、クラブパフォーマンスの典型的な設定です。 

7.   Fader Reverse：このスイッチを On に設定すると、対応するフェーダーの方向（「極性」）
を反転します。標準のフェーダー極性を使用するには、Off に設定します。 

8.   Deck Swap：このスイッチを On に設定すると、Seventy-Twoチャンネルの左右のチャンネ
ルフェーダーを切り替えることができます。従来のデッキ構成を使用するには、オフに設定し
ます。 

9.   フットスイッチ入力（1/4インチ TRS）：フットスイッチを接続して、エフェクトを有効また
は無効にすることができます。この機能を他のファンクションに割り当てることもできます。
この入力はパッシブ・コンタクト・クロージャを備えた 3スイッチ・フットスイッチをサポー
トしています。 
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オペレーション 
 
タッチスクリーン 
 
波形表示とライブラリ表示を切り替えるには、View/Menu�ボタンを押します。 
 
 
波形ビュー 
 
波形ビューでは、トラック波形が垂直に表示され、チャンネル 1は左
側に、チャンネル 2は右側に表示されます。大きな波形は、現在のト
ラックのセクションを表します。小さな波形は現在のトラック全体を
表します。 
1.   時間：現在のトラックの残り時間を表示します。 
2.   キー/キーロック：Shift�キーを押しながらこのアイコンをタップ

すると、キーとキーロックの表示が切り替わります。キーを選択
すると、現在のトラックのキーが表示され、タップするとキーの
同期を有効または無効にできます。キーロックを選択すると、キ
ーロック・アイコン（または Serato Pitch'n Timeアイコン。イン
ストールされている場合）が表示され、タップするとキーロック
が有効または無効になります。いずれかのオプションが有効にな
っていると、フィールドがハイライトされます。 

3.   概要：小さい波形は、現在のトラック全体の概要を表します。再
生中に指で "スクラブ"することができます。 

4.   ソング・ポジション：現在のトラックの再生ヘッドポジションで
す。 

5.   ホットキュー：ホットキューをカラーで表示します。 
6.   Sync：Syncを有効にすると、フィールドが強調表示され、BPM インジケータが青色になり

ます。同期を有効または無効にするには、いずれかのチャネルのアイコンをタップします。 
7.   BPM：現在のトラックの BPMを表示します。 
注：Waveform Viewで Load / Scroll ノブをタッチすると、ライブラリビューが素早く表示されます。 
 
 
ライブラリビュー 
 
ライブラリビューには、接続されたコンピュータの Seratoライブラリ
が表示されます。Seventy-Twoが 2台のコンピュータに接続されてい
る場合、それぞれのデッキには最後に割り当てられたコンピュータが
表示されます。 
 
表示モードを変更するには、トラックリストビューの上部にあるプ
ルダウン・メニューアイコンを下にスワイプし、目的のモード（簡
易表示または拡張表示）のアイコンをタップします。 

トラックをブラウズするには、Load / Scroll ノブを回します。 

すばやくスクロールするには、Shift�キーを押しながら Load / Scroll
ノブを回します。 

クレートを開く、またはトラックをデッキにロードするには、Load / Scroll ノブを押します。 

階層を戻すには、Backを押すか、タッチスクリーンの左上の領域にある戻る矢印を押します。 

 

3 

1 

4 

6 

5 

7 

2 

シンプルなライブラリ表示
付きタッチスクリーン 
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メインメニュー 
 
メインメニューにアクセスするには、Shift�と View / Menu�を押すか、View / Menu�を 4秒間押し
続けます。メインメニューには次のオプションがあります。 
 
ミキサー設定：以下の設定を編集するには、このオプションを選択します。 
•   オーディオアウト：メインアウト、マイク 1 クリーンフィード、およびデッキ・バランス設

定を編集するには、このオプションを選択します。 
注：Clean Feed がオンの状態で Serato DJ Proに録音する場合、Mic 1 はオーディオを通過
しません。 

•   Deck Inputs：Phono 1/2 Sensitivity と Tone XOver 1/2 の設定を編集します。 
注：カートリッジの製造元が推奨する設定にフォノ感度を設定してください。 

•   Filter Setup：デッキ 1/2 レゾナンスとサンプラーレゾナンスの設定を編集します。 
•   Pad Setup：パッドの感度設定を編集します。 
•   Headphone Setup：ヘッドフォン・トーンの設定を編集します。 

 
Flex FX：内部 Flex FX設定を表示および編集するには、この
オプションを選択します。 
•   お気に入りのリストからエフェクトを追加または削除す

るには、ディスプレイの右側にある円をタップします。
円が緑色の場合、エフェクトはエフェクトビューの Flex 
FXのリストに含まれます。円とエフェクト名がグレー
表示の場合、そのエフェクトはリストに表示されませ
ん。  

•   内部 Flex FX のデフォルト設定を調整するには、レン
チ・アイコンをタップします。変更が加えられると、ミ
キサーに保存されます。  

 
カットイン調整：カットイン調整セットアップ・メニューにア
クセスするには、このオプションを選択します。これは、フェ
ーダーの閉じた位置と開いた位置の間のデッドスペースの量を
制御します。調整したいフェーダーを選択し、選択したフェー
ダーを目的の位置に移動し、Set を押して設定を保存します。 
 
 
フットスイッチ：フットスイッチ 1/2/3 の割り当てを設定する
には、このオプションを選択します。 
ディスプレイ：ディスプレイの明るさを調整するには、このオ
プションを選択します 
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エフェクト 
 
エフェクトの各バンクには最大 3つのソフトウェア・エフ
ェクトと内部 Flex FXが含まれており、デッキ 1、デッキ
2、およびサンプラーに追加してルーティングできる合計
8つのエフェクトがあります。デフォルトでは、エフェク
トはデッキ 1とデッキ 2にルーティングされています。 

エフェクト・ルーティングを変更する： 
1.   ディスプレイの上部にある青色の 1/2/S アイコン

をタップして、Routingメニューに入ります。 
2.   エフェクトをルーティングする場所を選択し、OK

を押すと前のページに戻ります。両方のバンクのエ
フェクトを同じデッキにルーティングすることがで
きます。 

 
エフェクトを追加および使用する： 

1.   Effects ボタンを押し、Effects Viewに入ります。   
2.   タッチスクリーンをタップして目的のエフェクトを

選択し、Parameter ノブを押して FXセレクトモー
ドに切り替えます。   

3.   Parameter ノブを回してエフェクトのリストを表示し、ノブを押してエフェクトを適応する
スロットにロードします。   

4.   FX 1-3 または Flex FX ボタンを押して、チェーン内のエフェクトを有効にします。エフェク
トはチェーン内で順番に適用されます（FX1> FX2> FX3> Flex FX）。   

5.   エフェクト・トグルを使用して、デッキ 1と 2にエフェクトを適用します。トグルを奥側に倒
してエフェクトをホールドするか、トグルを手前に引いて、一時的にエフェクトをトリガーし
ます。   
サンプラーエフェクト・ボタンを押して、サンプラーにエフェクトを適用します。 

 
ソフトウェアエフェクトを編集する： 
1.   ディスプレイ上のエフェクトをタップします。   
2.   Parameter ノブを回して、選択したパラメーターの編集を開始します。Parameter ノブを押す

と、フォーカスしているエフェクトのソフトウェア FXセレクト・モードに切り替わります。   
3.   エフェクト・タイミングを編集するには、タイミングをタップして Parameter ノブを回しま

す。   
注：時間調整はバンクごとに行われます。 

 
内部 Flex FX を編集する： 

1.   タップしてパラメーターノブのフォーカスを目的のエフェクトに合わせます。目的のエフェク
トをダブルタップして、パラメーターノブでデフォルトの Flex FX 設定を調整します。変更が
加えられると、ミキサーに保存されます。 

 
タッチ FX 
 
Touch FX ボタンを押して X / Yディスプレイを開きます。 
Touch FX を適用するデッキを選択するには、それぞれのデッキの矢印をタッ
プします。いずれかのバンクからそのデッキにルーティングされたアクティ
ブ・エフェクトが強調表示されます。 
Touch FX を適用するには、ディスプレイ上で指をスライドさせます。Y軸を
スライドさせると、ハイパス（上）またはローパス（下）フィルターが適用さ
れます。X軸を左から右にスライドさせると、アクティブな内部 Flex FXの
Time パラメーターが増加します。 
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パッドモード 
 
この章では、さまざまなパッドモードについて説明し
ます。各デッキには複数のモードからひとつのモード
を選択して使用できる 8つのパッドが装備されてい
ます。Pad Mode ボタンの 1つを押すと、そのデッ
キに対応するパッドモードにアクセスします。各パッ
ドモード・ボタンは、押すごとに 2つのモードを交
互に切り替えることができます。 
ヒント：各パッドモードで、Shift�キーと Pad Mode
ボタンのいずれかを押して、追加のモードにアクセ
スしたり、カスタムモードを使用することができま
す。 
 
CUE 
キューモードでは、各パッドでホットキューポイントを割り当てたり、設定したホットキューポイン
トに戻ったりできます。 
キューモードにアクセスするには、Cue / Pitch Play を押して白色に点灯させます。 
ホットキューポイントを割り当てるには、トラックの任意の位置で消灯しているパッドを押します。
ホットキューが割り当てられている場合に、パッドが点灯します（対応する色がある場合）。 
ホットキューポイントにジャンプするには、点灯しているパッドを押します。 
割り当てられたホットキューポイントを削除するには、Shift�キーと対応するパッドを押します。 
 
 
PITCHPLAY 
ピッチプレイ・モードを使用すると、各パッドはホ
ットキューポイントから異なる音程でトラックを再
生します（半音単位で調整可能）。このモードを使
用するには、Serato Pitch 'n Time DJ Expansion 
Packをインストールする必要があります。ホットキ
ューポイントの割り当て方法については、キューモ
ードを参照してください。 
注：シリアルナンバーの付いた Serato Pitch 'n Time
のダウンロードカードは、Seventy-Two に付属して
います。 
 
ピッチプレイモードにアクセスするには、Cue / 
Pitch Play を押して緑色に点灯させます。 
使用するホットキューポイントを選択するには、
Shift�キーを押しながら薄暗いパッドを押します。 
パッドが使用するトランスポーズの範囲を選択する
には、Parameter t/uボタンを使用します（図を参
照）。 
現在のトラックのキーを上下に調整するには、
Shift�キーを押しながら Parameter t/uボタンを押
します。 
ホットキューポイントからトラックを再生するに
は、点灯しているパッドを押します。各パッドは、
現在のトランスポーズの範囲に応じて、特定のトラ
ンスポーズ（半音単位）に対応しています（図を参
照）。 

移調されていないパッド（元のピッチ）は白く点灯します。 
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AUTOCOOP 
 
オートループ・モードでは、各パッドが異なる長さのオートループをトリガーまたはリリースしま
す。ソフトウェアのループ・グリッドによってループのサイズが決まります。 
オートループ・モードにアクセスするには、Auto Loop / Man Loop を押して、ダークブルーに点灯
させます。 
オートループの 8 つの長さが表示されるように（ソフトウェア内で）、Parameter t/u ボタンのい
ずれかを押します。それに合わせてパッドのレイアウトがシフトします。 
オートループを前後に動かすには、Shift�キーと Parameter t/uボタンを押します。 
 

MANLOOP 
 
手動にあらかじめ作成したループを再生します。2
つのバンクのパッドレイアウトは同じです。 
手動ループモードにアクセスするには、Auto Loop 
/ Man Loop を押して黄色に点灯させます。 
ループを作成するには、パッド 5 を押してループイ
ン・ポイントを設定し、パッド 6 を押してループア
ウト・ポイントを設定し、ループをアクティブにし
ます。 
 
ループを保存するには、ループが有効な状態で、上段（パッド 1～4）の点灯していないパッドを押
します。ループの作成方法（オートループ・モード、手動ループ・モードなど）に関係なく、同じよ
うに操作できます。 
保存したループを有効または無効にする場合は、上段（パッド 1～4）の点灯しているパッドを押し
ます。 
保存したループを削除するには、Shift�キーを押し、上段（パッド 1～4）の点灯しているパッドを押
します。 
最後に起動したループを有効または無効にするには、パッド 7 を押します。 
最後に起動したループ（ "reloop"）をすぐに再起動するには、パッド 8 を押します。 
ループの長さを半分または 2 倍にするには、Parameter t/uボタンを押します。 
ループを前後に移動するには、Shift�キーと Parameter t/uボタンを押します。 
 

保存されたループ 
 
Shift�キーを押しながらを Auto Loop / Man Loop (2�) 押して、保存ループにアクセスします。この
モードでは、保存されたループを有効または無効にするために 8つのパッドがすべて使用されます。 
 
ROLL 
 
ロールモードでは、各パッドが一時的なループロールをトリガーします。パッドを離すとループロー
ルが停止し、トラックが通常通り再生されていたかのように、スムーズに再生が再開されます。 
 
注：Serato DJ Pro Setup メニューで Show Beat Jump Controls が無効になっていることを確認し
てください。また、ソフトウェアでループのサイズを表示および編集することもできます。 
 
ロールモードに入るには、Roll / Pad FX を押して水色に点灯させます。 
ループロールをトリガーするには、パッドを押し続けます。 
ループロールの 8 つの長さを表示するには（ソフトウェア上で）、Parameter t/uボタンのいずれ
かを押します。操作に合わせてパッドのレイアウトがシフトします。 
ループロールを前後にシフトさせるには、それぞれ Shift�と Parameter t/uボタンを押します。 
 

Loop 1  Loop 2  Loop 3  Loop 4 

       
Set 

Loop In  Set 
Loop Out  Loop 

On/Off  Reloop 
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PAD FX 
 
パッド FXモードでは、パッドを使ってエフェクト
をコントロールできます。パッドの上段はエフェク
トのタイプを選択し、下段はエフェクトの長さをト
リガーしてコントロールします。 
パッド FX モードにアクセスするには、Roll / Pad 
FX を押して黄色に点灯させます。 
Vinyl Brake エフェクトを選択するには、パッド 1
を押します。Vinyl Brakeエフェクトが下段のパッド
でトリガーされると、ターンテーブルが停止したよ
うに音が遅くなり、選択した長さで消音します。 
バックスピン・エフェクトを選択するには、パッド 2 を押します。バックスピン・エフェクトが下段
のパッドでトリガーされると、オーディオは逆方向に再生され、ターンテーブルが逆回転したように
スピードアップし、選択した長さで消音します。 
ゲートエフェクトを選択するには、パッド 3 を押します。ゲートエフェクトが下段のパッドでトリガ
ーされると、選択した長さでオーディオに適用されます。 
エコーエフェクトを選択するには、パッド 4 を押します。エコーエフェクトが下段のパッドでトリガ
ーされると、選択したサイズに基づいてエコーされます。 
注：エコーエフェクトは他のエフェクトと組み合わせることができます。その他のエフェクトはすべ
て単体でのみ使用可能です。 
選択したエフェクトをトリガーするには、パッド 5-8 のいずれかを押します。各パッドは、パッド 5
（最短時間）からパッド 8（最長時間）まで増加して、設定されたサイズで即座にエフェクトをアク
ティブにします。エフェクトがトリガーされると、選択したパッドが点滅します。 
注：新しいパッドモードを選択すると、デッキ上の現在有効なパッド FXがすべて無効になります。 
  
 
SAMPLER 
 
サンプラーモードでは、ソフトウェアのサンプラーをパッドでコントロールできます。各パッドは、
指定された音量でサンプルをトリガーします（ソフトウェアでサンプルとその音量を割り当てること
ができます）。 
サンプラーモードに入るには、Sampler / Fader FX を押して紫色に点灯させます。 
サンプルとそのボリュームを割り当てるには、ソフトウェアを使用します。サンプルの使用方法に関
する詳細は、Serato DJ Proのマニュアルを参照してください。 
サンプルを演奏するには、点灯しているパッドを押します。サンプルが演奏されるとパッドが点滅し
ます。 
サンプルの再生を停止するには、再生中に Shift�とパッドを押します。 
サンプル・バンクを移動する場合は、Parameter t/uボタンを押します。 
サンプラーのアウトプットを変更する場合は、Shift�と Parameter t/uボタンを押します。 
 

フェーダーFX 

 
フェーダーFXモードでは、パッドを使って、スクラ
ッチを行う際のクロスフェーダーの動きをエミュレ
ートすることができます。これによりオーディオ信
号を、ミュートまたはミュート解除しながら再生す
ることができます。 
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formers  

2-to-1 
Alternator 

Baby 
 Tri-forms  Uzi 

 

1 2 3 4 

5 6 7 8 
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「クリック」は、クロスフェーダーの「上げる」と「下げる」の動作を行います。DJはさまざまな
リズムパターンでクリックを用いて（多くの場合、スクラッチと組み合わせて）、多彩なエフェクト
を作成します。 
注：フェーダーFXは、現在のトラックの BPMに基づきます。スクラッチ用のサウンドファイルでは
BPMが正確に表示されない場合がありますので、その際は BPMを手動で設定してください。 
フェーダーFX モードにアクセスするには、Sampler / Fader FX を押して、緑色に点灯させてくださ
い。 
フェーダーFX をトリガーするには、パッド 1～8 のいずれかを押します。 
エフェクトを逆にするには、Shift�を押しながらパッド 1～8 のいずれかを押します。 
 

フリップ 
 
Serato Flip Expansion Packのユーザーは、Shift�キ
ーを押しながら Sampler / Fader FX（4�）を押す
と、Flipコントロールにアクセスできます。Flip 
Expansion Packを使用していない場合は、カスタム
パッドモードを利用できます。 
このモードでは、消灯しているパッドにはフリップ
が割り当てられていません。点灯しているパッドに
はフリップが割り当てられていますが、演奏されて
いません。点滅するパッドは、フリップが割り当て
られ、現在再生中であることを意味します。 
フリップをパッドに割り当てるには、パッド 8 を押したままパッド 1、2、3、5、6 または 7 を押し
ます。 
割り当てられたフリップを再生するには、パッド 1、2、3、5、6 または 7（フリップが割り当てら
れている場合）を押します。 
フリップの再生を直ちに停止するには、Shift�キーを押しながら対応するパッドを押します。 
フリップの長さをビートグリッド（ループスナップ）に合わせて自動的に「スナップ」するには、パ
ッド 4 を押したまま、フリップが割り当てられているパッドを押します。 
重要：ループスナップ機能を使用するには、トラックにビートグリッドが設定されている必要があり
ます。 
 
SLICER 
 
重要：このモードを使用するには、トラックにビートグリッドが設定されている必要があります。 
 
スライサーモードでは、デッキにロードしたトラ
ックの指定した範囲を 8 分割して、パッドで演奏
できます。青色に点灯するパッドが、現在再生中
のスライスで、対応するパッドを叩くことでスラ
イスが再生されます。パッドを離すと、トラック
が通常通り再生されていたかのように、スムーズ
に再生が再開されます。 
 
 
スライサーモードにアクセスするには、Slicer / Transport を押して赤色に点灯させます。デッキに
別のトラックをロードするか、グリッド編集モードを有効にすると、スライサーモードが終了しま
す。 
スライスのサイズを増減する場合は、Parameter t/u ボタンを押します。 
再生ヘッドを前後に移動する場合は、Shift�キーと Parameter t/u ボタンを押します。 
 

 
 

Flip 1  Flip 2  Flip 3  Loop 
Snap 

       

Flip 4  Flip 5  Flip 6  Assign 
Flip 

 

Slice 1  Slice 2  Slice 3  Slice 4 

       

Slice 5  Slice 6  Slice 7  Slice 8 
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トランスポート 
 
トランスポート・コントロールモードでは、パッド
はさまざまなトランスポート・コントロールに対応
します。このモードにアクセスすると、ソフトウェ
アは自動的にインターナルモードに切り替わります
（Seventy-Twoで Twelveコントローラを使用して
いる場合は、ソフトウェアは常にインターナルモー
ドになります）。 
 
トランスポートモードにアクセスするには、Slicer / 
Transport を押してグリーンに点灯させます。 
一時的にピッチを下げる場合は、パッド 1 を押します。 
一時的にピッチを上げる場合は、パッド 2 を押します。 
ピッチ・フェーダーを下げる場合は、パッド 3 を押します。 
ピッチ・フェーダーを上げる場合は、パッド 4 を押します。 
キーロックを有効または無効にする場合は、パッド 5 を押します。 
インターナルモード（INT）とリラティブモード（REL）を切り替えるには、Shift�キーとパッド 5
を押します（リラティブモードに切り替えると、バイナルやコントロール CDを使って再生のコント
ロールが可能です）。 
Sync を有効または無効にする場合は、パッド 6 を押します。 
キューポイントにスキップする場合は、パッド 7 を押します。 
トラックを再生または一時停止する場合は、パッド 8 を押します。 
 
 
スライサーループ 
 
Shift�を押しながら Slicer / Transport（5�）を押すと Slicer Loopモードにアクセスします。パッド
の操作はスライサーモードと同じですが、8スライスのフレーズがループして再生されます。 
 
カスタム・パッドセット 
 
標準のパッドモードに加えて、Serato DJ Proの MIDIマッピング機能を使用して、最大 3つのカスタ
マイズされたパッドセットを作成できます。 
 
カスタム・パッドセットを作成する： 
1.   Shift�を押しながら、 

Cue / Pitch Play(1� )、Roll / Pad FX(3� )、Sampler / Fader FX(4� )のいずれかをを押します。 
注：Serato Flip Expansion Packを購入した場合は、Shift�キーを押しながら Sampler / Fader 
FX（4�）のいずれかを押すと、カスタム・パッドセットではなくフリップ・コントロールにア
クセスします。 

2.   Serato DJ Proで、Setup メニューを開き、MIDI を選択します。 
3.   Seventy-Twoを選択し、Allow Serato DJ Hardware Remapping が有効になっていることを確

認します。セットアップ・ウィンドウを閉じます。 
4.   Serato DJ Proウィンドウで、画面上部の MIDI ボタンをクリックしマッピングを開始します。 
5.   Serato DJ Pro上のアサインしたい機能をクリックしてから、ハードウェアの任意のコントロー

ルを動かし、マッピングしていきます。 
         MIDIマッピングの詳細については、Serato DJ Proのマニュアルを参照してください。  

1 2 3 4 

5 6 7 8 

Pitch 
Bend 

- 
 

Pitch 
Bend 

+ 
 

Pitch 
Fader 

- 
 

Pitch 
Fader  

+ 

       
Keylock 
INT/REL  Sync  Cue  ;u 
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フェーダー 
 
Seventy-Twoのチャンネルフェーダーとクロスフェーダーは、可変カーブの調節が可能な非接触の
MAG THREEフェーダーです。 
 
Seventy-Two のフェーダーカーブを調整する： 
1.   ユニットの電源がオフの状態で、電源が供給され

ていない状態であることを確認します。 
2.   ドライバを使用して、トップパネル下部のフェー

ダーが設置されているフェースプレートのネジを
外します（画像参照）。 

 
注：フェースプレートを取り外すには、フェー
ダーキャップを取り外す必要があります。 

 
3.   ドライバを使用して、各フェーダーのテンショ

ン・スクリューを好みに合わせて調整します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
コントロールパネル 
 
Raneコントロールパネルでは、Seventy-Twoミキサ
ーの設定を調整し、これらの設定をお使いのコンピュ
ータのファイル（.r72）に保存または読み込みするこ
とができます。設定ファイルを使用すると、さまざま
な状況で使用する複数の異なるコントロール設定を保
存できます。  
 
設定ファイルを管理するには、Rane Control Panelの
Settings セクションの General タブに移動します。 
 
•   読み込み(Lood)：保存した Seventy-Twoの

設定ファイル（.r72）を、コントロールパネ
ルにロードする場合に選択します。 

•   保存(Save)：ミキサーの設定を Seventy-Two
の設定ファイル（.r72）として保存する場合
に選択します。 

 
  

MAG THREE フェーダー 
の上から見た図 

フェーダープレートのトップパネル 

テンションスクリュー 
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付録 
 
技術仕様 
 
デジタル・オーディオ 

コンバーター AKM高品位オーディオ; 24ビット PCM、48 kHz 

デジタル信号処理 32ビット倍精度浮動小数点 

ダイナミックレンジ  
(A-weighted, unity gain) 

ADC 
DAC 
CD 入力からアナログ出力へ 
CD 入力から USB 出力へ 
USB 入力からアナログ出力へ 

114 dB 
114 dB 
111 dB 
114 dB 
114 dB 

入力 

マイク 1/2 
（コンボ XLR / 1/4インチ 
[6.35 mm] TRS、マイク/ライン 
切り替え可能） 

アナログ・ゲイン 
最大入力 
 
ゲイン・トリム 

30dB（マイク）、4.75dB（ライン） 
0.126Vrms（マイク）、2.3Vrms（ライ
ン） 
Off to +20 dB (unity at center) 

Aux 入力 1/2 
（RCAステレオペア） 

最大入力 
ダイナミックレンジ 
 (A-weighted) 

4 Vrms 
114 dB 

CD /フォノ入力 1/2 
（RCAステレオペア、 
切り替え可能） 

CD 
最大入力 
ダイナミックレンジ 
 (A-weighted) 

ライン 
4 Vrms 
114 dB 

フォノ 
RIAA 曲線 
ゲイン (@ 1 kHz) 
最大入力 (@ 1 kHz) 

RIAA 
+0.1/-0.2 dB 
30 dB 
126 mV 

セッション入力 
（RCAステレオペア） 

最大入力 
ダイナミックレンジ 
(A-weighted) 

4 Vrms 
114 dB 

出力 

メイン出力 
(XLR) 

周波数レスポンス 
最大出力 
THD+N (@ 1 kHz, 4 Vrms) 

20 Hz to 20 kHz (± 0.2 dB) 
8 Vrms 
0.002% 

ブース出力 
(1/4インチ/6.35 mm TRS) 

周波数レスポンス 
最大出力 
THD+N (@ 1 kHz, 4 Vrms) 

20 Hz to 20 kHz (± 0.2 dB) 
8 Vrms 
0.002% 

セッション出力 
（RCAステレオペア） 

周波数レスポンス 
最大出力 
THD+N (@ 1 kHz, 2 Vrms) 

20 Hz to 20 kHz (± 0.2 dB) 
4 Vrms 
0.002% 

ヘッドフォン出力 
（1/4インチ/6.35 mmおよび 1/8" 
/3.5 mm TRS） 

最大出力電圧  
THD+N (@ 1 kHz, 2 Vrms) 
出力電力 
コントロール 

4 V (no load) 
0.003% 
96 mW (50 ohms) 
オン/オフ ミューティング 
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一般 

表示 静電容量方式マルチタッチ・フルカラーディスプレイ 
2.1” x 3.7” / 54 x 95 mm （幅 x深さ） 
4.3” / 109 mm（対角線） 

パッド ベロシティ・センシティブ・マルチカラーバックライト・パッド（デッキあ
たり 8個、各 10個のモード）×16 

フェーダー MAG THREEテンション調整可能なフェーダー（2チャンネル/ラインフェ
ーダー、1クロスフェーダー）×3 

コネクター XLR出力（メイン）×2 
1/4インチ（6.35mm）TRS出力（ブース） ×2 
RCAステレオ入力ペア（デッキ 1-2）×4 
XLR / 1/4インチ（6.35mm）TRS入力（マイク 1-2） ×2 
RCAステレオ入力ペア（セッション）×1 
RCAステレオ出力ペア（セッション）×1 
1/4インチ（6.35mm）TRS出力（ヘッドフォン）×1 
1/8インチ（3.5 mm）TRS出力（ヘッドフォン）×1 
1/4インチ（6.35mm）TRS入力（フットスイッチ）×1 
USBタイプ Aポート（デッキ 1-2 USBコントローラ ）×2 
USBタイプ Bポート×2 
IEC電源ケーブル入力×1 

電源 接続：IEC 
電圧：100-240V、50 / 60Hz 
消費：30 W 

寸法 
（幅 x奥行き x高さ） 

11.2インチ×17.5インチ×4.13インチ 
285 x 445 x 105 mm 

重量 12.3ポンド 
5.6 kg 

 
仕様は予告なしに変更されることがあります。 
 
 
商標とライセンス 
 
Raneは、InMusic Brands、Inc.の米国およびその他の国における登録商標です。 
Serato、Serato DJ Pro、NoiseMapおよび Seratoロゴは Serato Audio Researchの登録商標です。 
Windowsは、米国 Microsoft Corporationの米国およびその他の国における登録商標です。 
他のすべての製品名、会社名、商標、または商号は、それぞれの所有者のものです。
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無料修理規定 

 
1.   保証期間内に故障して、無料修理をご依頼の場合は、お買上げの販売店にご依頼の上、本書をご提示く

ださい。  
2.   ご贈答品などで本書に記入してあるお買上げ販売店に修理がご依頼できない場合には弊社カスタマーサ

ポート部へご相談ください。  
3.   保証期間内でも次の場合には有料修理になります。  

（イ）	 ご使用上の誤り、及び不当の修理や改造による故障および損傷。  
（ロ）	 お買上げ後の取付け場所の移動、落下などによる故障および損傷。  
（ハ）	 火災、地震、風水害、落雷、その他の天災地変、公害や異常電圧による故障および損傷。  
（ニ）	 消耗部品を取替える場合。 
（ホ）	 本書のご提示がない場合。 
（ヘ）	 本書にご愛用者名、お買上げ日、販売店名の記入のない場合、あるいは字句を書き換えられ

た場合。 
 

4.   inMusic Japan は、製品の使用不可能または不具合に基づく損害、また法律の定める範囲内での人身傷
害を含める、いかなる二次的、及び間接的な損害賠償の責任を負いません。保証条件や本保証に基づき
inMusic Japan が負う責任は、販売国の国内でのみ有効です。本保証で定められた修理は、inMusic 
Japan でのみ行われるものとします。 

 
*   この保証書は、本書に明示した期間、条件のもとにおいて無料修理をお約束するものです。したがってこ
の保証書によってお客様の法律上の権利を制限するものではありませんので、保証期間経過後についてご
不明の場合は、お買上げ の販売店または弊社カスタマーサポート へご相談ください。 
 

保証書 
製品名： 
 
製品番号： 
 
ご購入日： 
 
保証期間： ご購入日から一年間 

お客様 販売店 
お名前： 
 

販売店名： 

ご住所： 
 

ご住所： 

お電話： 
 

お電話： 

 
inMusic Japan 株式会社 カスタマーサポート 
〒106-0047 東京都港区南麻布３-１９-２３ オーク南麻布ビルディング６F  
お問い合わせ： rane-dj.jp/support 
 
・	 本書に記入のない場合は、有効となりませんので、直ちにお買い上げの販売店にお申し出ください。  
・	 本書は再発行いたしませんので、紛失しないように大切に保管してください。  
・	 本書は日本国内においてのみ有効です。 
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